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「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
め
ぐ
っ
て

｜

天
神
縁
起
絵
変
容
の
一
側
面
｜

鈴

木

幸

人

一
、
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
と
天
神
信
仰
研
究
へ
の
視
点

一
｜
一

道
明
寺
鶏
鳴
説
話
の
概
要

本
稿
で
採
り
上
げ
る
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
は
、
菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
に
関
わ
る
伝
承
説
話
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
梗

概
を
紹
介
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

右
大
臣
・
菅
原
道
真
は
、
左
大
臣
・
藤
原
時
平
の
讒
言
に
よ
っ
て
、
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
一
月
二
十
五
日
、
大
宰
権
帥
へ
左
遷
さ
れ

る
。
筑
紫
配
流
の
途
上
、
河
内
国
・
土
師
里

は
じ
の
さ
と

（
現
在
の
大
阪
府
藤
井
寺
市
）
に
住
む
伯
母
・
覚
寿
尼
の
も
と
を
訪
ね
、
別
れ
を
惜
し
む
。

自
ら
の
「
似
姿
」
を
残
す
が
、
夜
明
け
と
な
っ
て
、「
鶏
鳴
」
に
促
さ
れ
て
出
立
す
る
。
そ
の
時
に
一
首
の
歌
を
詠
じ
る
。
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鳴
け
ば
こ
そ

別
れ
も
う
け
れ

鳥
の
音
の

な
か
ら
む
里
の

暁
も

１
）

が
な

朝
を
告
げ
て
鶏
が
鳴
く
時
刻
に
な
っ
た
の
で
、
旅
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
け
方
の
鶏
の
声
の
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。）

こ
の
「
似
姿
」
が
今
の
道
明
寺
天
満
宮
の
ご
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
の
ゆ
え
に
そ
れ

以
来
こ
の
地
で
は
鶏
を
飼
わ
な
い
、
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
、
道
真
の
左
遷
途
上
の
一
説
話
で
あ
り
、
し
か
し
た
い
へ
ん
著
名
な
説
話
で
あ
る
。

「
土
師
里
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、「
土
師
氏
」（
菅
原
氏
の

２
）

先
祖
）
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
現
在
、
道
明
寺
に
は
道
真
自
刻
と
伝
え
る

「
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
」（
国
宝
）、
道
明
寺
天
満
宮
に
は
道
真
所
用
の
遺
愛
の
品
々
（「
伝
菅
公
遺
品
」、
国
宝
）
が
伝
わ
る
な
ど
、
道
真

そ
の
人
（
と
い
う
よ
り
次
の
呼
称
に
こ
そ
、
人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
菅
公
」
そ
の
人
）
へ
の
敬
愛
・
尊
崇
の
情
が

強
い
独
特
の
天
神
信
仰
が
育
ま
れ
た
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
は
さ
ん
で
、
道
真
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
周
知
の
よ
う
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

道
真
は
大
宰
府
に
謫
居
、
失
意
の
ま
ま
彼
の
地
に
没
し
、
そ
の
後
、
都
に
は
災
害
や
不
吉
な
出
来
事
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
ら
は「
菅
霊
」

の
祟
り
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
を
鎮
め
る
た
め
道
真
の
官
位
を
復
し
、
都
に
は
「
北
野
社
」（
北
野
天
満
宮
）
を
創
建
し
て
、
道
真
を
神
と
し

て
祀
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
ま
で
そ
の
性
格
に
変
容
を
き
た
し
な
が
ら
も
連
綿
と
つ
づ
く
「
天
神
信
仰
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
物
語
（
菅
原
道
真
の
生
涯
、
没
後
の
怨
霊
の
活
躍
、
道
真
を
神
と
し
て
ま
つ
る
北
野
社
創
建
、
そ
の
利
生
譚
）
は
、

鎌
倉
時
代
初
頭
ま
で
に
「
北
野
天
神
縁
起
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
（
そ
の
呼
称
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
「
北
野
」
天
神
創
建
へ
と
収
斂

し
て
い
く
）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
絵
画
を
伴
う
「
縁
起
絵
巻
」
と
し
て
も
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
天
神
信
仰
の
広
が
り
に
つ
れ
て
、

「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
め
ぐ
っ
て
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天
満
宮
は
各
地
に
勧
請
さ
れ
、そ
の
勧
請
の
証
し
と
し
て
天
神
縁
起
絵
も
各
地
の
天
満
宮
に
数
多
く
制
作
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

３
）

れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
神
信
仰
に
は
、
単
に
「
菅
霊
」
を
祀
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
そ
れ
以
前
か
ら

の
天
神
な
い
し
雷
神
信
仰
の
土
壌
が
あ
り
、
ま
た
道
真
の
神
格
そ
の
も
の
に
も
早
い
段
階
か
ら
多
面
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
当
初
か
ら

そ
の
神
格
に
複
雑
な
様
相
を
も
つ
も
の
で
あ

４
）

っ
た
。
と
く
に
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
の
神
格
の
変
容
は
、
信
仰
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
そ
の
物
語
を
変
質
さ
せ
、
そ
れ
を
表
わ
す
造
形
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
そ
の
縁
起
、
物
語
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
た
し
か
に
「
北
野
天
神
縁
起
」
を
基
と
は
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
別
の
天
神

な
い
し
道
真
に
つ
い
て
の
物
語
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
動
き
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
話
題
に
す
る
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
は
、
近
代
に
至

る
ま
で
採
り
上
げ
続
け
ら
れ
る
菅
公
左
遷
説
話
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
う
し
た
別
系
統
の
物
語
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
か
か
る
縁
起

や
説
話
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
天
神
信
仰
の
変
容
の
一
端
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ

５
）

れ
る
。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
管
見
に
及
ん
だ
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
収
載
す
る
「
天
神
縁
起
」、「
縁
起

絵
」、「
絵
本
読
本
」
等
の
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
画
図
を
紹
介
し
つ
つ
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
｜
二

道
明
寺
鶏
鳴
説
話
と
史
実

「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
は
、
通
常
の
「
北
野
天
神
縁
起
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
説
話
で
あ
り
、
し
か
し
、
後
に
、
と
く
に
近
世
以
降

の
い
わ
ば
「
天
神
伝
承
」、「
菅
公
物
語
」
に
は
、
お
よ
そ
欠
か
せ
な
い
挿
話
と
し
て
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
上
記

の
観
点
か
ら
考
察
す
る
う
え
で
、
ま
ず
初
め
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
り
、
そ
し
て
結
局
、
最
も
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
の
成
立
時
期
は
特
定
で
き
な
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
道
明
寺
鶏
鳴
説

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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話
」
が
「
天
神
縁
起
」（
な
い
し
天
神
縁
起
絵
）
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
に

は
、
管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
、
天
神
縁
起
絵
巻
諸
本
（
甲
・
乙
・
丙
・
丁
類
）
は
も
と
よ
り
、
御
伽
草
子
系
統
を
含
ん
で
も
そ
の
作
例
は
見

当
た
ら

６
）

な
い
。
近
世
以
前
に
遡
る
可
能
性
の
あ
る
の
は
、「
道
明
寺
縁
起
」
と
『
菅
家
瑞
応
録
』（
い
ず
れ
も
後
述
）
で
あ
り
、
ま
た
謡
曲

「
道
明
寺
」
が
あ
る
ば
か
り
で

７
）

あ
る
。

で
は
、「
史
実
」
と
し
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
竹
居
明
男
氏
の

８
）

論
考
に
導
か
れ
な
が
ら
、
確
認
し
て
お
く
。

道
明
寺
と
道
真
の
関
係
で
は
、
道
真
の
参
詣
、
伯
母
覚
寿
尼
と
の
か
か
わ
り
が
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
近
世
の「
道
明
寺
縁
起
」「
道

明
尼
律
寺
記
」
等
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
覚
寿
尼
の
実
在
も
含
め
て
史
実
と
し
て
は
問
題
が
多
い
。
道
真
自
刻
と
い
う
二
躯
の

十
一
面
観
音

９
）

立
像
に
関
す
る
伝
承
も
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
っ
て
史
実
と
し
て
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
手
が
か
り
が
存
在
す
る
。

第
一
に
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
六
月
一
日
の
日
付
を
も
つ
「
ばん

阿あ
の

10
）

置
文
」
に
よ
る
と
、
伝
法
灌
頂
の
「
誦
経
導
師
」
を
勤
め
た

阿
に
「
天
満
天
神
」
が
影
向
し
て
「
道
明
寺
宝
蔵
中
重
宝
等
者
、
我
昔
留
心
所
遺
置
也
」
と
告
げ
た
。
現
在
の
伝
菅
公
遺
品
が
「
宝
蔵

中
重
宝
」
に
該
当
す
る
な
ら
、
道
真
遺
品
伝
承
は
十
四
世
紀
初
頭
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
宇
多
上
皇
の
大
和
・
河

内
・
摂
津
御
幸
。
こ
れ
は
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
十
月
二
十
日
か
ら
閏
十
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
道
真
も
供
し
、「
雨
中
衣
錦
故
郷
帰
」

と
詠
ん
で
い
る
。
第
三
に
、
藤
原
道
長
の
高
野
山
参
詣
。
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
月
十
七
日
か
ら
十
一
月
一
日
の
こ
と
で
、
国
司
河

内
守
菅
原
為
職
（
道
真
の
曾
孫
）
の
道
明
寺
に
お
け
る
接
待
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
、
惟
宗
孝
言
の
七
言
律
詩
「
過
道
明
寺
有
感
」

（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
九
収
録
）
が
あ
り
、
そ
の
第
五
句
「
檀
那
昔
至
留
神
跡
」
に
対
し
て
自
注
「
菅
大
相
国
依
為
檀
越
、
昔
日
屡
来
此
寺
、

而
文
書
神
跡
猶
残
、
故
有
此
句
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
真
と
道
明
寺
の
関
係
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
院
政
期
か
ら

― ―4
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南
北
朝
期
、道
真
の
子
孫
か
ら
少
な
く
と
も
５
名
の
人
物
が
道
明
寺
の
別
当
ま
た
は
権
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
平
安
時
代
以
来
、
菅
原
氏
の
氏
寺
と
も
称
さ
れ
た
道
明
寺
を
舞
台
に
、
と
く
に
天
神
道
真
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、

具
体
的
な
モ
ノ
｜

す
な
わ
ち
「
神
跡
」
や
伝
菅
公
遺
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
（
た
だ
し
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
道
真
自
筆
、
あ
る
い
は

道
真
所
用
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
別
問
題
で
あ
る
）
｜

を
通
し
た
、
一
種
の
天
神
信
仰
が
お
そ
ら
く
平
安
中
期
以
降
に
は
発
生
・
展
開

し
て
い
っ
た
事
実
は
認
め
ら
れ
て
よ
か

11
）

ろ
う
。」と
結
論
さ
れ
る
。
そ
し
て
土
師
里
お
よ
び
道
明
寺
は
、
か
か
る
信
仰
の
形
態
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
竹
居
氏
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
北
野
（
京
都
）
や
太
宰
府
（
福
岡
）、
吉
祥
院
（
京

都
）、
防
府
（
山
口
）、
ま
た
荏
柄
（
鎌
倉
）
と
は
、
性
格
を
異
に
す
る
天
神
信
仰
が
、
土
師
里
・
道
明
寺
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
上
記
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
信
仰
形
態
を
形
成
し
、
今
ま
で
保
持
し
つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
事
実
こ

そ
、
天
神
信
仰
の
他
の
神
祇
信
仰
に
は
認
め
に
く
い
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
、「
道
明
寺
縁
起
」

二
｜
一

「
道
明
寺
縁
起
」
の
内
容
と
諸
本
の
異
動

ご
当
地
・
道
明
寺
の
縁
起
で
あ
る
「
道
明
寺
縁
起
」
の
語
る
と
こ
ろ
を
見
て
お
く
の
が
順
序
で
あ
ろ
う
。

「
道
明
寺
縁
起
」
に
は
、
既
に
紹
介
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
数
本
が
伝
来

12
）

す
る
。

Ａ
）

道
明
寺
所
蔵
『
道
明
寺
縁
起
』
写
本
一
冊
十
三
丁
（
包
紙
に
「
道
明
寺
縁
起
原
稿
」）

Ｂ
）

道
明
寺
所
蔵
『
河
州
志
紀
郡
土
師
村
道
明
尼
律
寺
記
』
絵
巻
三
巻
（
外
題
に
「
河
州
道
明
寺
縁
起
」）
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Ｃ
）

道
明
寺
天
満
宮
所
蔵
『
河
州
志
紀
郡
土
師
村
道
明
尼
律
寺
記
』
絵
巻
三
巻
（
外
題
に
「
道
明
寺
記
謄
」）

Ｄ
）

道
明
寺
所
蔵
『
道
明
尼
律
寺
記
』
写
本
一
軸

Ｅ
）
『
佛
教
全
書

寺
誌
叢
書
第
三
』
所
載
『
河
州
志
紀
郡
土
師
村
道
明
尼
律
寺
記
』

Ｆ
）

内
閣
文
庫
所
蔵
『
道
明
寺
縁
起
』
写
本
一
冊

こ
れ
ら
の
関
係
で
あ
る
が
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）
の
絵
巻
二
本
は
、
詞
書
・
図
様
、
と
も
に
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
持
つ
。（
Ｃ
）
の
外
題
の
「
謄
」

の
表
記
、
お
よ
び
両
者
の
絵
の
描
法
を
比
べ
る
と
、（
Ｃ
）
が
（
Ｂ
）
の
写
し
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
本
文
に
つ
い
て
は
、

（
Ｃ
）
か
ら
（
Ｂ
）
へ
若
干
の
し
か
し
重
要
な
省
略
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
Ｄ
）（
Ｅ
）（
Ｆ
）
は
詞
の
み
で
あ
る
が
、（
Ｂ
）

（
Ｃ
）
の
絵
巻
の
詞
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）（
Ｅ
）（
Ｆ
）
の
本
文
は
同
一
と
み
な
し
て
よ
い
。
つ
ま
り
本
文
に
つ

い
て
は
、（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
の
系
統
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、（
Ａ
）
冊
子
本
が
原
本
の
書
写
本
と
思
わ
れ
る
も
の
な
が
ら
最
も
古
体

を
示
す
。（
Ｂ
）
が
叡
覧
（
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
実
現
）
に
向
け
て
制
作
さ
れ
、
実
際
の
叡
覧
に
際
し
て
そ
の
控
え
と
し
て
「
写

し
」
が
作
ら
れ
（（
Ｅ
）
佛
教
全
書
本
）、
通
常
の
閲
覧
・
披
見
の
た
め
に
説
明
的
考
証
的
傾
向
の
強
い
詞
書
を
も
つ
（
Ｃ
）
天
満
宮
本
が

作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
、（
Ａ
）
冊
子
本
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
道
真
と
道
明
寺
、
土
師
里
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
文
字
ど
お
り
「
道
明
寺
の
縁
起
」
と
し
て
、
左
遷
途
上
の
「
鶏
鳴
説
話
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
道
真
と
土
師
里

と
の
関
連
、
そ
れ
に
発
す
る
奇
瑞
、
霊
験
譚
が
語
ら
れ
て
い
る
。

便
宜
的
に
項
目
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。（
た
だ
し
（
Ａ
）
冊
子
本
は
末
尾
を
欠
い
て
い
る
。）

上
巻
）

伯
母
覚
寿
尼
の
こ
と
、
道
明
寺
改
名
、
天
神
御
冠
、
十
一
面
観
音
制
作
、
白
山
権
現
化
現
、
五
部
大
乗
経
書
写
、
春
日
八
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幡
熊
野
権
現
化
現
、
天
照
八
幡
春
日
明
神
化
現
、
石
唐
櫃
、
木

樹
奇
瑞
、
阿
字
観
、
誉
田
八
幡
参
篭
、
宝
剣
授
与
、
楊

枝
御
影

中
巻
）

左
遷
配
流
、
道
明
寺
訪
問
、
似
姿
木
像
、
十
人
化
人
、
形
見
品
々
、
北
の
方
来
訪
、
飛
梅
、
鶏
鳴

下
巻
）

安
楽
寺
、
恩
賜
御
衣
、
遺
愛
品
々
、
瑠
璃
壺
由
来
、

阿
八
葉
鏡
勅
封
、
田
代
寺
尊
性
・
白
太
夫
（
以
下
欠
）

Ａ
）
冊
子
本
か
ら
（
Ｂ
）
尼
律
寺
記
へ
は
、
内
容
の
整
理
簡
略
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
、
史
実
と
の
整
合
性
も
あ
わ

せ
て
、「
鶏
鳴
説
話
」
以
前
（
左
遷
以
前
）
の
内
容
に
つ
い
て
、（
Ａ
）
冊
子
本
と
（
Ｂ
）
尼
律
寺
記
の
相
違
に
触
れ
て
お
く
。

ま
ず
、「
阿
字
観
」「
誉
田
八
幡
宮
参
籠
」
に
つ
い
て
、（
Ａ
）
で
は
「
丞
相
四
十
五
歳
」
と
の
み
記
さ
れ
、
そ
れ
は
「
仁
和
五
年
（
八
八

九
）」
に
あ
た
る
が
、（
Ｂ
）
で
は
「
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
丞
相
四
十
二
歳
」
と
さ
れ
て
相
違
す
る
。
た
だ
し
こ
の
時
期
、
仁
和
二
年
（
八

八
六
）
三
月
二
十
六
日
か
ら
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
春
ま
で
、
途
中
帰
京
し
た
時
期
は
あ
る
が
、
道
真
は
讃
岐
守
に
在
任
し
て
お
り
史
実

と
は
矛
盾
す
る
。

つ
ぎ
に
、「
木

樹
奇
瑞
」
に
つ
い
て
も
、
大
乗
経
を
納
め
た
の
が
、（
Ａ
）
で
は
「
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
丞
相
四
十
四
歳
」
と
限
定

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、（
Ｂ
）
で
は
「
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
菅
丞
相
四
十
歳
」
五
部
大
乗
経
書
写
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
木

樹
の
奇
瑞

と
記
す
等
の
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
重
要
な
相
違
は
、「
伯
母
・
覚
寿
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

二
｜
二

「
伯
母
・
覚
寿
」

一
方
の
主
役
「
覚
寿
尼
」
は
そ
の
実
在
も
疑
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
道
真
と
は
「
お
ば
」「
お
い
」
の
関
係
と
さ
れ
る
が
、
誰
の
「
き
ょ
う

だ
い
」
と
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
「
道
明
寺
縁
起
」
に
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
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覚
寿
は
、
道
真
の
「
伯
母
」
と
の
み
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
（
Ａ
）
冊
子
本
で
は
、「
天
神
の
お
ん
お
ば
ご
覚
寿
比
丘
尼
」

と
さ
れ
る
だ
け
で
、
父
方
か
母
方
か
を
明
示
し
な
い
。
し
か
し
、（
Ｂ
）
尼
律
寺
記
で
は
、「
菅
参
議
是
善
卿
の
い
も
う
と
覚
寿
比
丘
尼
」

と
、
道
真
の
父
・
菅
原
是
善
の
妹
（
女
の
き
ょ
う
だ
い
）
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
続
け
て
、「
い
と
け
な
き
よ
り
出
塵
の
こ
こ
ろ
ざ
し

ふ
か
く
ま
し
ま
し
て
、
御
氏
寺
な
れ
ば
と
て
當
寺
に
お
い
て
つ
い
に
か
ざ
り
を
お
ろ
し
」
と
あ
っ
て
、
覚
寿
は
「
氏
寺
で
あ
る
土
師
寺
」

で
出
家
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
の
ゆ
へ
に
菅
丞
相
い
と
ど
檀
信
あ
つ
う
し
て
、
お
ほ
や
け
の
い
と
ま
あ
る
ご
と
に
、
よ
り
よ
り
當

寺
へ
来
り
て
、
坐
禅
、
誦
経
な
ど
す
べ
て
仏
門
の
事
と
り
お
こ
な
ひ
給
へ
り
」
と
あ
り
、
覚
寿
と
土
師
寺
の
結
び
つ
き
は
、
そ
れ
を
媒
介

に
、
道
真
と
土
師
寺
を
強
く
結
ぶ
た
め
に
も
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
（
Ｂ
）
尼
律
寺
記

に
お
い
て
、
覚
寿
は
菅
家
の
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
成
立
を
近
世
以
前
へ
遡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
『
菅
家
瑞

13
）

応
録
』
で
は
そ
う
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

『
菅
家
瑞
応
録
』
に
は
、
覚
寿
に
関
す
る
節
が
二
か
所
あ
り
、
ひ
と
つ
は
「
紀
名
虎
逝
去

叔
母
君
出
家
事
」、
い
ま
ひ
と
つ
が
「
菅
公

訪
叔
母
君
事
」
で
あ
る
。
前
者
「
紀
名
虎
逝
去

叔
母
君
出
家
事
」
は
、「
清
和
帝
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
庚
辰
年
、
菅
公
十
六
歳
」
の
時
、

当
時
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
叔
母
が
夫
の
死
去
を
受
け
て
出
家
し
、
覚
寿
と
号
し
、
菅
原
是
善
の
御
知
行
所
で
あ
る
土
師
里
、
聖
徳
太
子
の

建
立
の
道
明
寺
に
入
っ
た
こ
と
。
道
真
が
毎
月
文
を
送
っ
て
叔
母
を
慰
め
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
後
者
、「
菅
公
訪
叔
母
君
事
」は
、

い
わ
ゆ
る
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
で
、
そ
の
冒
頭
に
、「
抑
も
此
叔
母
君
は
伴
氏
に
て
菅
公
御
母
方
御
叔
母
に
て
衛
門
の
君
」
と
あ
っ
て
、

覚
寿
は
「
道
真
の
母
の
妹
」
で
あ
っ
て
、「
伴
氏
」
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
る
。
夫
が
「
紀
名
虎
」、
覚
寿
が
「
伴
氏
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
菅

原
氏
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
藤
原
氏
に
よ
っ
て
政
界
か
ら
駆
逐
さ
れ
て
い
く
古
代
以
来
の
氏
姓
の
立
場
が
象
徴
的
に
配
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。（『
菅
家
瑞
応
録
』
の
立
場
・
性
格
も
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
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め
て
お
く
。）

ま
た
「
菅
公
十
六
歳
の
御
時
教
化
有
て
御
出
家
有
り
、
即
御
名
を
覚
寿
尼
公
と
そ
申
し
け
る
か
、
菅
公
御
在
官
の
内
は
月
々
に
言
信
し

玉
ひ
、
又
自
ら
彼
の
寺
に
詣
玉
ひ
、
或
法
華
、
維
摩
等
の
五
部
の
大
乗
経
を
紺
紙
金
字
に
書
写
し
、
或
い
は
行
道
念
仏
抔
修
し
て
、
御
両

親
の
菩
薩
を
祈
り
、
自
行
の
覚
位
を
願
ひ
玉
ふ
」
と
さ
れ
、
先
述
の
道
真
十
六
歳
で
出
家
を
勧
め
た
こ
と
、
道
真
が
公
務
の
間
に
し
ば
し

ば
便
り
を
送
り
、
彼
の
地
に
訪
問
、
仏
事
を
行
い（
大
乗
経
書
写
や
修
行
な
ど
）、
亡
き
両
親
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
菅
公
の
御
両
親
は
先
き
に
逝
去
し
玉
ひ
け
れ
ば
、
此
尼
公
を
以
全
く
真
の
御
母
君
と
親
み
玉
ふ
、
御
叔
母
君
に
も
菅
公
を
実
子
の
如
く
思

召
」
と
し
て
、
覚
寿
と
道
真
の
関
係
が
「
本
当
の
母
子
の
如
く
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、『
菅
家
瑞
応
録
』の
覚
寿
を
め
ぐ
る
記
述
が
語
る
と
こ
ろ
は
、
道
真
伝
説
の
後
の
展
開
に
と
っ
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
ひ

と
つ
に
は
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
が
、
ま
さ
に
親
子
（
母
子
）
の
別
離
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
ひ
と
つ
に
は
、
道
真
が
俗
に
言

え
ば
親
孝
行
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
る
か
ら
で

14
）

あ
る
。

史
実
で
は
、
道
真
の
母
は
、
夫
（
道
真
の
父
）
是
善
に
先
立
っ
て
（
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
一
月
）
死
去
し
て
い
る
。
そ
れ
に
際
し
、

吉
祥
院
で
法
要
が
企
図
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、「
母
子
の
別
れ
」
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
後
に
浄
瑠
璃
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

の
菅
丞
相
と
刈
屋
姫
の
親
子
（
こ
こ
で
は
刈
屋
姫
は
覚
寿
の
娘
で
道
真
の
養
子
と
い
う
設
定
）
の
別
れ
に
発
展
す
る
と
い
え
る
。

二
｜
三

「
道
明
寺
縁
起
」
の
「
鶏
鳴
説
話
」

「
道
明
寺
縁
起
」
に
も
ど
っ
て
、「
鶏
鳴
説
話
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

Ａ
）

冊
子
本
の
「
鶏
鳴
説
話
」
を
、
長
文
に
わ
た
る
が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
を
引
い
て
お
く
。（
引
用
は
『
藤
井
寺
市
史
補
遺
編
』
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に
よ
る
。）

○
か
く
て
、
御
お
ば
覚
寿
に
御
対
面
あ
り
て
、「
此
度
筑
紫
へ
流
さ
る
る
事
、
余
の
儀
に
非
ず
。
時
平
の
讒
奏
、
疑
な
し
。」
と
、
云
ひ

も
果
て
さ
せ
た
ま
は
ず
、
御
涙
に
む
せ
び
た
ま
ふ
。
覚
寿
も
御
涙
を
押
さ
へ
、「
今
ま
で
命
永
ら
へ
し
も
、
菅
丞
相
た
の
み
奉
り
そ
ぞ

か
し
。
筑
紫
へ
移
ら
せ
た
ま
ひ
な
ば
、
片
時
も
世
に
は
永
ら
へ
じ
。
我
諸
共
に
連
れ
た
ま
へ
。
さ
な
く
ば
、
命
も
惜
し
か
ら
ず
。」と

思
し
召
し
、
切
た
る
御
気
色
み
せ
給
へ
ば
、
丞
相
、
覚
寿
の
御
心
を
な
だ
め
て
仰
ら
れ
け
る
は
、「
た
と
い
千
万
里
を
隔
つ
る
と
も
、

い
さ
さ
か
変
る
事
あ
ら
じ
。
其
上
、
い
と
け
な
き
女
を
、
是
ま
で
具
し
て
参
り
た
り
。
御
弟
子
に
遊
ば
し
て
、
是
を
形
見
に
御
覧
じ

て
、
御
法
を
伝
へ
た
ま
わ
り
て
、
我
が
菩
提
を
訪
わ
せ
給
へ
。」と
、
ね
ん
ご
ろ
に
の
た
ま
へ
ば
、
覚
寿
も
岩
木
な
ら
ね
ば
、
こ
れ
に

心
を
慰
さ
め
た
ま
ふ
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、「
願
は
く
は
、
菅
丞
相
の
御
姿
を
写
し
置
か
せ
た
ま
わ
れ
。」
と
、
ひ
た
す
ら
に
仰
せ
あ

り
け
れ
ば
、「
さ
あ
ら
ば
、
我
に
違
わ
ぬ
形
を
造
ら
ん
。」
と
思
し
召
す
折
節
、
に
わ
か
に
空
か
き
曇
り
、
雷
電
お
び
た
だ
し
く
振
動

し
て
、
天
よ
り
一
つ
の
木
振
り
下
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
。

○
そ
く
じ
に
姿
を
刻
ま
ん
と
思
し
召
し
て
、
御
姿
見
の
鏡
を
立
て
、
か
の
降
り
た
る
木
に
向
は
せ
給
へ
ば
、
忽
然
と
く
ぎ
や
う
十
人
来

た
り
て
、
各
々
並
み
ゐ
て
、
造
り
給
ふ
。
菅
丞
相
と
も
に
十
一
人
な
り
。
元
よ
り
丞
相
は
十
一
面
観
音
の
化
身
な
れ
ば
、
世
に
本
意

を
知
ら
し
め
ん
た
め
に
、
十
一
人
に
現
わ
れ
、
暫
時
に
御
影
出
来
さ
せ
給
ふ
。

○
そ
の
後
は
、
御
影
を
覚
寿
へ
参
ら
せ
た
ま
ふ
て
、
仰
け
る
は
、「
我
な
つ
か
し
き
折
節
、
仰
せ
ら
れ
た
き
事
あ
ら
ば
、
何
事
に
て
も
此

像
に
告
げ
給
へ
。
た
と
ひ
筑
紫
に
あ
る
と
も
、
言
葉
を
か
わ
し
申
べ
し
。」
そ
の
上
、
形
見
を
さ
ま
ざ
ま
残
し
参
ら
す
る
。

一

御
剣

こ
れ
ハ
誉
田
八
幡
宮
よ
り
与
え
さ
せ
給
ふ
御
宝
剣
な
り
。

一

冠

筑
紫
へ
降
る
上
は
束
帯
の
道
具
共
こ
と
ご
と
く
、
形
見
に
残
し
奉
る
。
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一

装
束

一

平
緒

一

石
の
帯

一

笏

こ
れ
ハ
時
平
を
う
ち
し
笏
也
。

一

姿
見
の
鏡

一

櫛
匣

お
な
じ
く
櫛

濃
紫
も
と
ゆ
ひ
、
び
ん
か
が
み
二
掛
。

一

小
刀

是
ハ
も
く
像
を
造
り
し
小
刀
な
り

一

舎
利

五
色
こ
ん
ど
う
に
入
。

此
品
々
ハ
朝
夕
身
を
離
さ
づ
、
手
馴
れ
し
物
共
に
て
さ
む
ら
ふ
。
形
見
は
あ
だ
な
る
と
、
か
こ
ち
し
も
さ
る
事
な
れ
ど
も
、
又
ハ
御

覧
じ
て
、
御
心
を
慰
さ
ま
せ
た
ま
へ
と
て
、
御
涙
と
共
に
参
ら
せ
た
ま
ふ
。

○
さ
る
程
に
、
都
に
留
ま
り
給
ふ
北
の
御
方
、
余
り
御
別
れ
の
悲
し
く
思
し
召
し
、
忍
び
て
道
明
寺
の
あ
た
り
ま
で
御
後
を
慕
ひ
た
ま

ひ
て
、
御
使
を
遣
わ
さ
れ
て
、
そ
の
文
に
、「
都
を
出
さ
せ
た
ま
ふ
折
節
は
、
御
別
れ
の
悲
し
さ
に
、
涙
に
く
れ
て
出
た
た
せ
給
ふ
御

姿
を
も
、
見
送
り
参
ら
せ
侍
ら
ず
。
今
一
度
御
見
参
。」
と
、
書
き
留
め
給
（
ふ
）。
菅
丞
相
、
御
文
を
御
覧
じ
て
、

今
更
に
う
と
む
に
は
非
ず

君
な
く
て
哀
れ
や
と
す
る
と
習
ふ
な
り
け
り
。
と
、

御
返
事
あ
そ
ば
し
て
、
御
対
面
も
な
く
、
都
へ
返
さ
せ
た
ま
ふ
。

○
扨
、
日
頃
は
寵
愛
の
梅
の
事
ま
で
、
思
し
召
し
出
さ
せ
た
ま
ひ
て
、

東
風
ふ
か
ば

匂
い
起
こ
せ
よ

梅
の
花

主
な
し
と
て

春
な
忘
れ
そ

と
、

詠
じ
さ
せ
給
ば
、
都
の
御
庭
の
梅
一
夜
の
中
に
飛
び
来
た
る
。
今
当
所
に
あ
る
常
成
の
梅
こ
そ
、
此
御
詠
の
飛
梅
な
り
。

○
か
く
て
、
夜
の
ふ
け
ぬ
ら
ん
と
、
い
と
ど
御
名
残
り
惜
し
う
思
し
召
す
折
節
、
八
声
の
鳥
告
げ
わ
た
れ
ば
、
御
（
冠
）
ふ
り
を
、
か

た
ふ
け
さ
せ
給
ゐ
て
、

な
け
ば
こ
そ

別
れ
も
憂
け
れ

鳥
の
音
の

無
か
ら
ん
里
の

暁
も
か
な

と

遊
ば
し
て
、
涙
ぐ
ま
せ
給
ふ
を
、
覚
寿
御
覧
じ
て
、「
千
夜
を
一
夜
に
今
宵
し
も
、
と
り
わ
き
速
き
こ
へ
こ
へ
を
か
こ
つ
も
涙
の
種
ぞ
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か
し
互
ひ
に
物
も
の
た
ま
は
ぬ
御
心
の
内
思
ひ
や
る
た
に
も
絶
へ
ぬ
は
涙
ば
か
り
也
そ
れ
よ
り
此
在
所
に
鶏
の
育
た
ぬ
は
、「
無
か
ら

ん
里
も
在
ら
ば
し
も
」
と
の
御
詠
歌
の
故
と
か
や
。

○「
や
う
や
う
明
星
あ
が
ら
せ
給
ふ
。」と
あ
や
こ
申
上
れ
ば
、
都
を
出
し
時
よ
り
も
増
さ
り
て
心
憂
く
さ
む
ら
へ
ど
、「
何
時
ま
で
も
御

名
残
り
は
尽
き
す
ま
じ
。」と
て
、
御
暇
乞
い
あ
そ
ば
し
立
別
れ
た
ま
ふ
。
覚
寿
の
御
嘆
き
、
い
ひ
知
ら
ず
あ
わ
れ
な
り
。
御
出
の
日

よ
り
三
十
日
の
間
は
、
道
明
寺
御
領
内
の
竹
木
は
み
な
地
に
伏
し
、
鳥
獣
は
難
波
の
浦
ま
で
、
御
あ
と
を
慕
ひ
て
、
御
船
に
召
さ
せ

給
へ
ば
、
声
々
に
御
名
残
り
を
惜
し
み
、
御
船
の
見
ゆ
る
程
は
、
岸
に
ひ
れ
伏
し
て
、
日
の
暮
る
る
比
に
は
、
皆
行
方
知
ら
ず
ぞ
な

り
に
け
る
。

こ
の
よ
う
に
（
Ａ
）
冊
子
本
に
は
、
左
遷
途
上
、
道
明
寺
へ
立
ち
寄
っ
た
場
面
が
詳
細
か
つ
情
感
を
こ
め
て
語
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
事
柄
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
（
Ｂ
）
尼
律
寺
記
に
は
省
略
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。

・
覚
寿
が
筑
紫
へ
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
し
た
こ
と
。

・
伴
っ
て
き
た
幼
い
女
子
を
覚
寿
の
弟
子
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

・
北
の
方
が
道
明
寺
近
く
ま
で
忍
ん
で
く
る
が
会
わ
ず
に
返
し
た
こ
と
。

ち
な
み
に
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
浄
瑠
璃
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」、
菅
丞
相
と
苅
屋
姫
の
話
が
で
き
る
だ
ろ
う
。）

・
似
姿
を
制
作
す
る
と
き
に
雷
鳴
が
あ
り
天
か
ら
木
が
降
っ
て
き
た
こ
と
。

・
似
姿
に
話
し
か
け
れ
ば
い
つ
で
も
言
葉
を
交
わ
す
と
言
い
残
す
こ
と
。

・
道
明
寺
で
「
こ
ち
ふ
か
ば
」
と
詠
む
「
飛
梅
」
説
話
。
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こ
う
し
た
内
容
お
よ
び
語
り
口
は
、道
真
と
覚
寿
の
深
く
親
密
な
か
か
わ
り
を
描
き
出
す
に
十
分
な
効
果
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
Ｂ
）
尼
律
寺
記
の
客
観
的
な
し
か
し
幾
分
よ
そ
よ
そ
し
い
語
り
口
と
は
異
質
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
、
道
明
寺
天
満
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
「
天
神
縁
起
絵
扇
面
貼
交
屛
風
」
で
あ
っ
て
、
六
十
枚
の
扇

面
に
描
か
れ
た
天
神
縁
起
と
い
う
ま
こ
と
に
珍
し
い
作
例
で

15
）

あ
る
。
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
絵
画
の
様
式
の
異
な
る
扇
面
が

16
）

あ
る

の
だ
が
、
そ
の
う
ち
、
と
く
に
扇
面
番
号
15
番
「
従
土
師
里
赴
太
宰
之
図
」
の
場
面
で
「
東
風
ふ
か
ば
」
と
「
桜
花
ぬ
し
を
忘
れ
ぬ
」
の

二
首
を
詠
む
と
い
う
の
は
、
通
常
の
天
神
縁
起
で
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
二
首
は
、
天
神
縁
起
の
通
例
で
は
、
京
都
の
紅
梅
殿
で
の
北
の

方
や
子
供
達
と
の
別
れ
の
場
面
（
な
い
し
は
後
世
の
作
品
に
は
太
宰
府
）
で
詠
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
扇
面
屛
風
本
で
は
土
師
里
、
覚
寿
尼

と
の
別
れ
の
場
面
で
詠
む
の
で
あ
る
。
こ
の
扇
面
は
画
風
の
違
い
か
ら
、
後
か
ら
描
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
扇

面
縁
起
の
道
明
寺
へ
の
施
入
の
後
、（
Ａ
）冊
子
本
の
記
述
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ

17
）

ろ
う
。
な
お
扇
面
屛
風
本
と
の
比

較
材
料
と
し
て
、
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
の
巻
子
本
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
学
院
巻
子
本
は
、
扇
面
本
に
描
か
れ
る
建
物

の
斜
角
度
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
場
面
が
多
数
あ
り
、
扇
面
本
の
写
し
、
な
い
し
共
通
祖
本
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
同
場
面
で
は
、
詞
書
は
ほ
ぼ
同
内
容
な
が
ら
、
絵
は
道
真
と
覚
寿
、
梅
桜
樹
で
は
な
く
、
道
明
寺
の
伽
藍
が
描
か
れ
る
と
い
う
相
違

が
あ
る
。

二
｜
四

「
鶏
鳴
説
話
」
と
類
似
の
説
話

「
綱
敷
天
神
」「
明
石
駅
長
」

「
鶏
鳴
説
話
」
同
様
に
、「
北
野
天
神
縁
起
」
に
は
な
く
、
後
に
人
口
に
膾
炙
す
る
説
話
の
も
う
一
つ
の
例
は
、「
綱
敷
天
神
」
説
話
で
あ
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る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
は
、
道
真
左
遷
途
上
の
説
話
で
あ
る
こ
と
、
民
俗
的
要
素
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
綱
敷

天
神
」
の
綱
、
グ
ル
グ
ル
と
巻
い
た
あ
の
綱
の
形
態
は
、
蛇
の
と
ぐ
ろ
を
象
徴
す
る
と
予
想
さ
れ
、
道
真
以
前
の
天
神

18
）

信
仰
に
も
繫
が
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
大
き
な
相
違
点
は
、
綱
敷
天
神
が
、「
束
帯
天
神
坐
像
」の
一
形
式
と
し
て
、
絵
画
の
単
独
像
と
し
て
、
大
き

な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
怒
り
天
神
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
綱
敷
天
神
像
」
は
天
神
信
仰
の
「
古
層
」
と

つ
な
が
る
接
点
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
明
石
駅
長
」説
話
に
は
土
師
里
の
鶏
鳴
説
話
と
の
い
く
つ
か
の
対
比
的
な
要
素
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
も
に
道
真
の
左
遷
途

上
に
、
そ
の
流
浪
の
身
を
歎
く
人
物
が
登
場
し
、
そ
の
人
を
、
逆
に
道
真
が
慰
め
諭
し
も
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
土
師
里
の「
内
地
」

と
明
石
の
「
海
辺
」、「
尼
（
女
性
）」
と
「
駅
長
（
男
性
）」、
道
真
が
詠
む
の
は
「
和
歌
」
と
「
漢
詩
」、
等
々
。
菅
公
道
真
の
人
と
な
り

を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
情
景
も
対
比
的
な
二
場
面
で
あ
っ
て
、
後
世
の
縁
起
類
で
、
ほ
と
ん
ど
必
ず
、
左
遷
配
流
の
途
上
、
土
師
里
・

明
石
と
い
う
セ
ッ
ト
で
描
き
出
さ
れ
る
の
も
故
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
天
満
宮
縁
起
絵
伝（
太
宰
府
十
二
幅
本
）

の
図
様
の
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
の
も
こ
の
故
で
あ
っ
た
ろ

19
）

う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
更
な
る
検
討
を
試
み
た
い
。

三
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
載
せ
る
天
神
縁
起
、
縁
起
絵
、
絵
本
等

こ
こ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
及
ん
だ
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
載
せ
る
、
天
神
縁
起
、
縁
起
絵
、
絵
本
読
本
を
私
見
を
述
べ
つ
つ

列
挙
紹
介
し
て
み

20
）

た
い
。

な
お
「
鶏
鳴
説
話
」
の
場
面
の
絵
（
図
）
の
あ
る
も
の
は
＊
を
付
し
、
本
稿
巻
末
図
版
頁
に
掲
載
し
て
お
い
た
。）
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①
道
明
寺
縁
起
・（
Ａ
）
冊
子
本

②
道
明
尼
律
寺
記
・（
Ｂ
）
道
明
寺
本

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
奥
書

（
＊
図
１
）

③
道
明
尼
律
寺
記
・（
Ｃ
）
道
明
寺
天
満
宮
本

（
＊
図
２
）

④
北
野
天
神
縁
起
絵

扇
面
貼
交
屛
風

（
＊
図
４
）

⑤
菅
家
瑞
応
録

『
神
道
大
系
神
社
編
北
野
』
所
収
）

⑥
太
宰
府
天
満
宮
故
実

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
貝
原
益
軒
著

⑦
北
野
天
神
縁
起
絵
巻

三
田
本

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
補
作

（
＊
図
３
）

⑧
高
山
縁
起

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

（
＊
図
５
）

⑨
天
神
縁
起
絵

大
阪
天
満
宮
掛
幅
本

（
＊
図
８
）

⑩
天
神
縁
起
絵

光
本

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

（
＊
図
６
）

天
神
縁
起
絵

上
関
本

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

（
＊
図
７
）

菅
家
実
録

『
天
神
伝
説
の
す
べ
て
と
そ
の
信
仰
』
所
収
）

菅
家
世
系
録

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
玉
田
永
教
著

絵
本
菅
原
実
記

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
法
橋
巨
勢
秀
信
作

天
満
宮
御
伝
記
略

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

天
満
宮
実
伝
図
会

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
貝
原
翁
元
稿

梅
園
主
人
収
録

渓
斎
英
泉
画
図

天
神
一
代
記
図
会

嘉
永
八
年
（
一
八
五
五
）
序

（
＊
図
10
）
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天
神
縁
起
絵

道
明
寺
天
満
宮
掛
幅
本

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

（
＊
図
９
）

天
神
記
図
会
（
菅
原
垂
跡
要
記
）

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
北
野
祠
僧
蓮
了
述

絵
本
天
満
宮
実
伝
記

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

（
＊
図
13
）

菅
公
御
一
代
記
（
今
古

21
）

実
録
）

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

菅
公
御
一
代
記
（
絵
本
実
録
）

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

（
＊
図
11
）

菅
原
天
神
御
一
代
記

柳
葉
亭
繁
彦

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

菅
丞
相

少
年
文
学
第
廿
四
編

遅
塚
麗
水
著

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

菅
公

日
本
歴
史
譚
第
五
編

大
和
田
建
樹
著

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

以
上
が
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
載
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
参
考
に
「
道
明
寺
説
話
」
を
載
せ
な
い
が
、
注
記
に
も
示
し
た
よ
う

に
、
別
の
場
所
で
「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
の
採
用
す
る
も
の
、「
飛
梅
」「
枯
桜
」「
追
松
」
説
話
の
展
開
が
認
め
ら
れ
る
も
の
な
ど
、
近
世

の
天
神
縁
起
類
の
様
相
を
示
し
看
過
で
き
な
い
作
例
を
挙
げ
て
お
く
。

「
菅
家
寔
録
」（
松
本
愚
山
著
、
寛
政
十
年
序
）、「
梅
城
録
」（
群
書
類
従
神
祇
巻
二
十
）、「
天
満
宮
御
伝

22
）

記
略
」（
平
田
篤
胤
著
、
文

政
三
年
刊
）、「
天
満
宮
縁
起
元

23
）

禄
本
」（
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
）、「
菅
家
御
伝
記
」（
菅
原
陳
経
著
、
群
書
類
従
神
祇
所
収
）、「
神
道
集

巻
九

北
野
天
神
事
」、「
安
楽
寺
本
北
野
天
神
縁
起
」（
群
書
類
従
神
祇
巻
第
七
十
七
所
収
）「
飛
鳥
井
本
北
野
縁
起
」（
群
書
類
従
神
祇

巻
第
十
九
所
収
）、「
天
神

24
）

本
地
」（『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
一
所
収
）、「
天
神
記
（
絵

25
）

巻
）」（『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
一
所
収
）、「
奈

良
絵
本
て
ん
し
ん
」（『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
一
所
収
）、「
奈
良
絵
本
か
む
丞
相
」（『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
一
所
収
）、「
洛
陽
北
野

― ―16

「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
め
ぐ
っ
て



天
神
縁
起
」（『
神
道
物
語
集
（
一
）
伝
承
文
学
資
料
集
第
一
輯
』
所
収
）、「
天
神
の
ゑ
ん
き
」（『
神
道
物
語
集
（
一
）
伝
承
文
学
資
料

集
第
一
輯
』
所
収
）

そ
れ
で
は
上
記
の
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
を
収
載
す
る
作
品
の
う
ち
、
お
も
に
絵
（
図
）
を
も
つ
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。

②
道
明
尼
律
寺
記
・（
Ｂ
）
道
明
寺
本

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
奥
書

（
図
１
）

③
道
明
尼
律
寺
記
・（
Ｃ
）
道
明
寺
天
満
宮
本

（
図
２
）

こ
の
２
件
は
天
満
宮
本
が
道
明
寺
本
の
「
写
し
」
と
思
わ

26
）

れ
る
。
全
三
巻
の
う
ち
巻
中
第
五
段
、
道
明
寺
で
道
真
が
十
人
の
化
人
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
似
姿
の
木
像
を
制
作
す
る

27
）

場
面
。
吹
抜
屋
台
式
に
描
か
れ
る
邸
内
は
、
夜
の
こ
と
と
て
蝋
燭
に
灯
り
が
点
さ
れ
、
束
帯
姿

の
道
真
と
白
い
狩
衣
姿
の
化
人
た
ち
、
そ
の
左
の
屋
根
の
上
に
雌
雄
の
鶏
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
絵
巻
、
巻
中
第
五
段
の
詞
書
を

忠
実
に
絵
画
化
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
詞
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
冷
静
で
客
観
的
な
語
り
口
で

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

醍
醐
天
皇
延
喜
元
年
、
丞
相
五
十
七
歳
太
宰
権
帥
に
左
遷
せ
ら
れ
給
ふ
と
き
、
一
夜
い
と
ま
を
ゆ
る
さ
れ
た
ま
ひ
、
當
寺
に
立
よ
り

て
、
御
わ
か
れ
の
か
た
ミ
と
て
、
仏
舎
利
五
粒
を
覚
寿
尼
に
ま
ひ
ら
せ
給
。
御
わ
か
れ
を
お
し
ミ
、「
丞
相
の
御
す
が
た
を
う
つ
し
て
と

ど
め
給
へ
。」
と
、
こ
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
木
像
に
き
ざ
ミ
て
残
し
置
給
ひ
ぬ
。
此
と
き
、
い
づ
く
と
も
な
く
、
十
人
の
化
人
現
じ
て
、

た
す
け
つ
く
り
侍
り
給
へ
バ
、
一
夜
の
う
ち
に
彫
刻
せ
り
と
な
む
。
ま
こ
と
や
、
丞
相
は
、
十
一
面
観
音
の
権
化
と
い
へ
ば
、
さ
る
べ

き
表
相
あ
ら
む
。
そ
の
と
き
も
ち
ひ
給
ひ
し
小
刀
、
今
に
あ
り
。
夜
も
す
で
に
更
行
ま
ま
に
、
庭
鳥
の
声
き
こ
え
け
れ
バ
、
丞
相
、

― ―17

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



「
な
け
ば
こ
そ
別
れ
も
う
け
れ
、
鳥
の
音
の
な
か
ら
ん
さ
と
の
あ
か
つ
き
も
か
な
」

と
、
詠
じ
給
ひ
て
、
た
ち
出
給
へ
り
。
五
粒
の
舎
利
、
今
な
を
光
明
か
が
や
き
て
お
ハ
し
ま
せ
り
。

④
北
野
天
神
縁
起
絵

扇
面
貼
交
屛
風
（
大
阪
・
道
明
寺
天
満
宮
）

（
図
４
）

先
述
し
た
第
15
番
の
扇
面
で
、
覚
寿
尼
と
の
別
れ
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
図
に
は
、
場
面
設
定
、
詞
、
詠
歌
、
図
様
に
他
の

例
に
見
ら
れ
な
い
重
要
な
点
が
あ
る
。
ま
ず
画
面
上
部
に
配
さ
れ
た
金
雲
の
上
に
墨
書
さ
れ
る
詞
を
み
れ
ば
、

従
土
師
里
赴
太
宰
府
図

こ
ち
吹
は
匂
ひ
を
こ
せ
よ
梅
の
花
あ
る
し
な
し
と
て
春
を
忘
る
な

桜
花
主
を
忘
れ
ぬ
物
な
ら
は
ふ
き
来
ん
風
に
こ
と
つ
て
を
せ
よ

此
桜
春
風
不

開

夏

不
茂
主

恋
色
人
倫

猶

勝

庭
に
降
り
立
つ
束
帯
姿
の
道
真
と
尼
僧
姿
の
覚
寿
。
道
真
は
咲
き
誇
る
紅
梅
と
桜
花
に
上
記
の
歌
を
詠
み
か
け
て
、
覚
寿
は
そ
れ
を
見

守
り
な
が
ら
涙
を
抑
え
る
別
れ
出
立
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
で
覚
寿
尼
は
多
く
の
場
合
、
袈
裟
、
頭
巾
を
着
け
る
姿
に

描
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
露
頂
で
あ
り
、
こ
れ
は
管
見
に
及
ん
だ
唯
一
の
例
で
あ
る
。
ま
た
通
常
、
都
の
紅
梅
殿
で
詠
ま
れ
る
は
ず
の「
東

風
ふ
か
ば
」
の
歌
が
こ
こ
に
記
さ
れ
る
の
は
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
（
Ａ
）
冊
子
本
の
記
述
に
従
う
も
の
と
認
め
ら
れ

28
）

よ
う
。
し
か

し
、
木
像
と
鶏
は
、
こ
の
扇
面
に
も
、
他
の
扇
面
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
15
番
の
扇
面
（
お
よ
び
14
番
紅
梅
殿
別
離
も
）
が
、
他
の
扇

面
と
は
絵
の
様
式
を
異
に
し
、
制
作
時
期
の
下
が
る
（
江
戸
時
代
半
ば
ご
ろ
）
と
い
う
の
は
大
方
の
見
解
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
補
作
な
い
し
改
変
が
如
何
な
る
意
図
で
行
わ
れ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
道
明
寺
へ
の
施
入
の
後
に
、
ご
当
地
の
伝
承
に
合
わ
せ
て
改
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変
さ
れ
た
と
考
え
て
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
扇
面
本
と
密
接
な
関
連
が
想
定
さ
れ
る
「
国
学
院
大
学
巻

29
）

子
本
」
に
は
、
こ
の
場
面
が

な
く
、「
道
明
寺
七
堂
伽
藍
」
の
様
子
が
描
か
れ
る
な
ど
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
作
例
で
あ
る
。

⑤
菅
家
瑞
応
録

『
神
道
大
系
神
社
編
北
野
』
所
収
）

先
述
の
よ
う
に
、
道
明
寺
説
話
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
と
く
に
縁
起
説
話
の
面
に
お
け
る
近
世
の
天
神
信
仰

の
様
相
を
見
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。

「
鶏
鳴
説
話
」に
関
し
て
も
看
過
で
き
な
い
内
容
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
後
の
展
開
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
以
外
の
独
自
で
重
要
と
思
わ
れ
る
項
目
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

・
手
つ
か
ら
尼
公
の
御
面

を
写
し
止
め
、
又
自
身
の
御
姿
を
鏡
に
移
し
て
留
之
、
尼
公
に
勧
め
玉
へ
は
…

・
鳴
け
は
こ
そ
別
れ
を
い
そ
け
鳥
の
音
の
聞
へ
ぬ
里
の
暁
も
か
な

・
菅
公
の
御
名
を
取
て
後
に
道
明
寺
と
名
く
…

す
な
わ
ち
、
覚
寿
の
姿
も
写
し
た
こ
と
、
鏡
に
姿
を
写
し
た
こ
と
、「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
が
「
い
そ
げ
」「
聞
え
ぬ
」
と
な
る
こ
と
（
お

そ
ら
く
最
も
古
い
例
か
）、
道
明
寺
改
名
が
道
真
の
名
に
因
む
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

⑥
太
宰
府
天
満
宮
故
実

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
貝
原
益
軒
著

「
鶏
鳴
説
話
」
の
箇
所
を
全
文
引
く
。

河
内
の
國
土
師
の
里
、
菅
公
の
御
お
は
覚
寿
と
申
せ
し
人
お
は
し
け
る
に
、
立
よ
ら
せ
給
ひ
、
御
わ
か
れ
お
し
ま
せ
お
は
し
ま
し
け
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る
に
、
鶏
の
な
き
け
れ
は
御
う
た
あ
り
、

な
け
は
こ
そ
わ
か
れ
を
い
そ
け
鳥
の
音
の
聞
へ
ぬ
里
の
あ
か
つ
き
も
か
な

夫
よ
り
此
さ
と
に
鶏
を
飼
す
と
な
ん
い
ひ
伝
へ
侍
る
、（
太
宰
府
の
里
に
も
、
今
に
い
た
る
ま
て
鶏
を
飼
ぬ
も
此
故
に
や
）土
師
の
里
、

今
は
道
明
寺
と
言
、
爰
に
も
天
神
の
御
や
し
ろ
有
、
村
上
天
皇
天
暦
元
年
に
は
し
め
て
た
つ
と
な
ん
。

こ
の
よ
う
に
た
い
へ
ん
簡
潔
な
形
で
「
鶏
鳴
説
話
」
が
収
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
簡
潔
化
は
後
の
類
型
に
な
る
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
覚
寿
と
の
か
か
わ
り
や
、
似
姿
の
木
像
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
興
味
を
示
す
こ
と
の
な
い
態
度
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
「
太
宰
府
天
満
宮
故
実
」
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
「
太
宰
府
元
禄
本
天
満
宮
縁
起
」（
元
禄
六
年
、
一
六
九
三
年
、
太
宰
府
天

満
宮
所
蔵
）
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
縁
起
に
は
「
道
明
寺
説
話
」
は
収
録
さ
れ
な
い
が
、「
紅
梅
殿
別
離
」
の
場
面
で
「
鳴
け
ば
こ
そ
」

の
歌
が
詠
ま
れ
る
特
異
な
展
開
を
も
ち
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
が
、
後
に
も
触
れ
る
「
天
満
宮
縁
起
画
伝
満
盛
院
掛
幅
本
（
図
版
14
）」、

「
天
満
宮
縁
起
画
伝
太
宰
府
掛
幅
本
（
図
版
15
）」「
天
神
縁
起
絵
菅
生
掛
幅
本
（
図
版
16
）」
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
詞
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

終
に
宣
旨
お
も
く
し
て
男
女
御
子
廿
三
人
、
男
子
四
人
は
四
方
へ
な
か
さ
れ
給
ひ
き
、
お
と
な
し
き
姫
君
は
都
に
と
と
め
ら
る
、
い

と
け
な
き
公
達
は
、
く
し
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
鳥
の
声
を
か
き
り
に
出
さ
せ
給
へ
き
、
御
別
れ
を
お
し
ま
せ
給
ひ
て
、

な
け
は
こ
そ
わ
か
れ
も
う
け
れ
鳥
の
ね
の
な
か
ら
ん
さ
と
の
あ
か
つ
き
も
か
な

と
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
、
た
た
さ
ま
の
人
の
限
あ
る
罪
に
、
況
さ
へ
離
別
の
恨
恩
愛
は
か
な
し
み
は
あ
る
事
な
り
、
ま
し
て
政
道
詩
歌

に
つ
け
て
御
情
ふ
か
か
り
し
か
、
お
も
は
す
も
都
を
出
給
ふ
御
心
の
中
を
お
も
ひ
や
り
、
世
人
み
な
お
し
み
し
た
ひ
た
て
ま
つ
り
け

る
…
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⑦
北
野
天
神
縁
起
絵
巻

三
田
本
（
兵
庫
・
三
田
天
満
神
社
）

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
補
作

（
図
３
）

現
状
で
は
絵
の
み
で
詞
書
を
も
た
な
い
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
、
三
巻
。
制
作
年
代
、
様
式
を
異
に
す
る
絵
が
混
在
し
、
場
面
に
錯
簡
、

誤
解
が
あ
る
。
第
１
巻
巻
末
に
道
明
寺
に
て
覚
寿
尼
が
見
守
る
中
、
自
身
の
似
姿
の
木
像
を
制
作
す
る
菅
公
が
描
か
れ
、
そ
の
左
の
屋
根

の
上
に
雌
雄
の
鶏
が
描
か
れ
る
。通
常
の
北
野
天
神
縁
起
の
説
話
に
く
わ
え
て
、巻
上
に
は
十
一
面
観
音
立
像
の
制
作
、五
部
大
乗
経

30
）

書
写
、

伊
勢
春
日
八
幡
化
現
、
木

樹
奇
瑞
、
誉
田
八
幡
宮
参
籠
、
道
明
寺
鶏
鳴
、
宇
佐
龍
女
瑠
璃
壺
が
描
か
れ
る
な
ど
、「
道
明
寺
縁
起
」と
の

接
近
が
明
ら
か
で
あ
る
。

⑧
高こう
山ぜん
縁
起

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）（
大
阪
・
多
治
速
比
売

31
）

神
社
）

（
図
５
）

全
六
巻
の
う
ち
、
巻
２
、
巻
３
、
巻
４
が
「
天
神
縁
起
」
に
な
っ
て
い
る
。「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
に
あ
た
る
の
は
、
巻
３
第
５
段
で
、

そ
の
詞
書
は
次
の
と
お
り
。

猶
憐
終
南
山
回
頭

水
濱
と
か
や
杜
子
美
か
心
に
も
か
よ
へ
り
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
難
波
潟
み
じ
か
き
芦
の
ふ
し
の
間
姨
母
の

覚
寿
の
お
は
し
ま
す
河
内
の
寺
に
訪
て
形
見
に
影
を
写
し
た
ま
ふ
ま
た
き
に
啼
く
鶏
の
あ
か
ぬ
離
を
お
し
み
た
ま
ひ
つ
つ

啼
け
は
こ
そ
別
れ
も
い
そ
け
鳥
の
音
の
聞
え
ぬ
里
の
暁
も
哉

す
ゑ
の
世
迄
も
暁
告
る
こ
と
な
し
鳥
さ
へ
し
か
り
い
わ
ん
や
人
お
や

絵
は
、
満
月
の
照
ら
す
座
敷
、
覚
寿
尼
が
見
守
る
中
、
束
帯
姿
の
道
真
が
似
姿
の
木
像
（
道
真
同
様
に
着
色
の
束
帯
姿
で
あ
っ
て
、
所

謂
「
荒
木
の
天
神
」
で
は
な
い
の
が
他
に
類
の
な
い
も
の
）
を
制
作
す
る
。
庭
の
垣
上
に
は
白
い
雌
雄
の
鶏
が
い
る
。「
高
山
縁
起
」
は
、

野
見
宿
弥
と
当
麻
蹴
速
の
相
撲
、
埴
輪
制
作
な
ど
土
師
氏
の
故
事
を
掲
載
す
る
の
だ
が
、「
道
明
寺
縁
起
」か
ら
の
、
詞
、
絵
画
と
も
に
直
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接
の
影
響
は
認
め
に
く
い
。
十
八
世
紀
半
ば
に
制
作
さ
れ
た
近
世
の
天
神
縁
起
絵
の
作
例
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の
「
鶏
鳴
説
話
」
を
は
じ

め
と
す
る
受
容
の
様
相
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
更
な
る
検
討
を
く
わ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨
天
神
縁
起
絵

大
阪
天
満
宮
掛

32
）

幅
本

（
図
８
）

五
幅
本
、
各
幅
と
も
上
か
ら
下
へ
と
展
開
、
ほ
ぼ
通
常
の
北
野
天
神
縁
起
に
従
う
が
、
第
５
幅
下
段
三
場
面
に
、
大
阪
天
満
宮
独
自
の

祭
事
で
あ
る
、
鉾
流
し
、
御
旅
所
茅
の
輪
く
ぐ
り
、
船
渡
御
が
描
か
れ
て
、
同
宮
独
自
の
縁
起
絵
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
道
明
寺

で
の
覚
寿
尼
と
の
別
れ
、
博
多
で
の
綱
敷
天
神
説
話
な
ど
、
近
世
に
人
口
に
膾
炙
し
た
説
話
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
落
雷
の
場
面
で
も
雷

神
の
姿
を
隠
す（
同
様
の
例
は
津
田
本
、
近
世
の
絵
本
に
も
）、
日
蔵
巡
歴
の
く
だ
り
で
も
醍
醐
帝
の
無
惨
な
姿
が
描
か
れ
な
い
な
ど
の
特

徴
が
あ
る
。
天
満
惣
会
所
か
ら
寄
附
さ
れ
た
原
本
が
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
大
塩
の
乱
で
焼
失
し
た
た
め
、
原
本
の
下
絵
を
も
と
に

絵
所
預
・
土
佐
光
孚
（
一
七
八
〇
〜
一
八
五
二
）
に
新
た
に
制
作
さ
せ
た
、
と
い
う
。
図
様
は
北
野
天
満
宮
光
起
本
を
ほ
ぼ
引
き
継
ぐ
。

静
的
上
品
な
近
世
末
期
の
土
佐
派
に
よ
る
天
神
縁
起
絵
の
典
型
的
な
作
品
と
い
え
る
。

「
鶏
鳴
説
話
」
は
、
第
２
幅
、
道
真
と
覚
寿
尼
と
狩
衣
姿
の
男
（
白
太
夫
か
）
が
描
か
れ
、
似
姿
の
木
像
、
鶏
は
描
か
れ
な
い
。
同
本
は
、

土
佐
派
正
系
の
制
作
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
北
野
天
神
縁
起
絵
の
最
後
を
飾
る
作
品
と
み
な
さ
れ
る
が
、

そ
こ
に
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
、
綱
敷
天
神
説
話
、
そ
し
て
大
阪
天
満
宮
の
祭
事
（
ご
当
地
要
素
）
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
天
神
縁

起
絵
の
展
開
に
お
い
て
そ
の
終
焉
を
示
す
象
徴
的
な
様
相
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

⑩
天
神
縁
起
絵

光
本

山
口
・
光
市

江
ノ
浦
天
満
宮

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

（
図
６
）
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天
神
縁
起
絵

上
関
本

山
口
・
上
関
町
長
島

菅
原
神
社

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

（
図
７
）

掛
幅
形
式
の
天
神
縁
起
絵
。
幕
末
、
明
治
初
期
の
制
作
。
白
太
夫
の
登
場
す
る
「
菅
家
瑞
応
録
」
等
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
縁
起
絵
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
両
者
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
構
成
を
も
ち
、
第
４
幅
に
似
姿
の
木
像
を
前
に
、
道
真
と
覚
寿
尼
、
白
太
夫
が
描
か
れ
る
。

鶏
は
い
な
い
。
両
本
は
周
防
灘
に
面
し
た
比
較
的
近
し
い
地
域
に
遺
さ
れ
る
作
例
で
、
道
真
左
遷
途
上
、
伝
承
の
多
い
地
域
に
こ
う
し
た

作
例
が
複
数
遺
さ
れ
る
こ
と
、
内
容
の
面
で
は
天
神
縁
起
の
系
統
と
瑞
応
録
等
の
講
釈
系
統
の
融
合
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
興
味
深
い
作
例

と
い

33
）

え
る
。

菅
家
実
録

『
天
神
伝
説
の
す
べ
て
と
そ
の
信
仰
』（
山
中
耕
作
編
、
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
、
平
成
四
年
）所
収
の
資
料
。
絵
は
伴
わ
な
い
が
、

独
特
の
内
容
と
語
り
口
で
あ
り
、
道
明
寺
で
は
木
像
で
な
く
「
絵
姿
」
を
残
す
、「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
は
な
く
「
牛
の
夜
鳴
き
」
の
説
話

に
な
っ
て
い
る
な
ど
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
興
味
深
い
内
容
を
も
つ
。
こ
れ
ら
は

菅
公
御
一
代
記
（
今
古
実
録
）
に
ほ
ぼ
同
内
容
で
引

き
継
が
れ
、
ま
た

菅
公
御
一
代
記
（
絵
本
実
録
）
の
「
絵
像
」
を
残
す
型
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
。
該
当
箇
所
を
引
い
て
お
く
。

「
道
真
か
進
奉
る
ハ
是
の
み
也
、
恋
し
き
折
の
形
見
く
さ
、
自
筆
の
絵
姿
参
ら
せ
ん
、
永
く
形
見
と
し
給
ふ
へ
し
」

「
梅
あ
ら
は
賎
か
伏
や
も
わ
か
住
て
た
た
邪
の
神
は
た
た
せ
し
」

「
小
夜
更
て
か
こ
と
か
ま
し
き
牛
声
や
旅
の
ね
む
り
の
夢
な
覚
し
そ
」、「
西
野
郡
に
住
む
牛
は
夜
な
き
せ
す
と
伝
し
も
此
御
歌
の
威
徳

に
て
」
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菅
家
世
系
録

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

玉
田
永
教
著

全
編
神
道
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
の
執
筆
と
思
わ
れ
る
内
容
の
書
で
あ
る
。

○
道
明
寺
ノ
縁
起
ヲ
ミ
ル
ニ
別
レ
ハ
憂
ケ
レ
ト
有
リ
イ
ソ
ゲ
ノ
意
味
深
カ
今
ニ
河
州
土
師
ノ
里
ニ
鶏
ヲ
養
ヌ
ハ
此
縁
ナ
リ

尼
公
は
目
（
ナ
ミ
ダ
）
を
押
へ
た
ま
ひ
我
は
最
早
余
命
も
な
し
重
て
の
対
面
も
計
か
た
し
何
ぞ
筐
を
残
さ
れ
よ
菅
公
も
御
泪
を
拭
せ
た

ま
ひ
畏
り
候
と
衣
冠
を
脱
で
掛
さ
せ
た
ま
ふ
の
木
像
一
ツ
是
を
筐
と
残
し
た
ま
ふ

紳
の
人
は
官
服
を
脱
で
木
像
に
掛
置
と
云
後
細
密

に
彫
刻
し
て
今
道
明
寺
の
神
体
と
す

○
寛
政
年
中
浪
華
西
天
満
ノ
神
明
ニ
テ
開
扉
ア
リ
シ
ヲ
永
教
拝
セ
シ
ニ
甚
ダ
大
キ
ク
奇
妙
ノ
尊
像
ニ
テ
御
眼
色
聊
御
怒
ノ
体
ナ
リ
御
屈
愁

ノ
俤
恐
入
テ
二
目
ト
モ
拝
シ
カ
タ
シ

こ
こ
に
引
い
た
よ
う
に
、「
鳴
け
ば
こ
そ
」の
歌
の
異
動
に
つ
い
て
言
及
し
、
道
明
寺
の
御
神
体
が
出
開
帳
さ
れ
た
と
き
の
体
験
を
語
る

な
ど
の
項
目
が
注
目
さ
れ
る
。

絵
本
菅
原
実
記

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

法
橋
巨
勢
秀
信
作

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
通
俗
的
な
天
神
縁
起
の
集
大
成
。
従
来
の
北
野
縁
起
を
基
底
と
し
な
が
ら
、
俗
説
も
多
数
（
と
く
に
後
半
、

巻
３
以
降
）
取
り
入
れ
て

34
）

い
る
。
挿
図
も
多
数
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
道
明
寺
説
話
に
は
絵
が
な
い
。

天
神
一
代
記
図
会

嘉
永
八
年
（
一
八
五

35
）

五
）
序

（
図
版
10
）

近
世
の
絵
本
読
本
の
形
式
、
様
式
を
色
濃
く
と
ど
め
る
作
例
で
あ
る
。
図
様
は
木
像
を
中
心
に
菅
公
、
覚
寿（「
お
ば
ぎ
み
」）、
春
彦
？
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の
三
人
が
配
さ
れ
る
。
こ
れ
は
光
本
、
上
関
本
と
同
様
で
、
大
阪
天
満
宮
本
に
近
い
が
、
覚
寿
が
尼
僧
姿
で
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

ま
た
「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
第
二
句
が
「
名
残
を
お
し
め
」
と
な
っ
て
い
る
。

天
神
縁
起
絵

道
明
寺
天
満
宮
掛
幅
本

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

（
図
版
９
）

幕
末
期
に
制
作
さ
れ
た
「
一
幅
形
式
の
天
神
縁

36
）

起
絵
」
で
、
類
似
内
容
の
も
の
が
知
る
限
り
で
も
数
例
知
ら
れ
る
が
、「
道
明
寺
説
話
」

が
描
か
れ
る
の
は
２
例
確
認
で
き
た
。
掲
載
し
た
の
は
道
明
寺
天
満
宮
に
二
本
所
蔵
さ
れ
る
う
ち
「
安
政
五
年
」
の
年
紀
を
も
つ
一
本
で

あ
り
、「
道
明
寺
叔
母
尼
御
留
別
乃
図
」
と
題
さ
れ
た
区
画
に
、
邸
内
で
狩
衣
姿
の
道
真
が
覚
寿
尼
と
姫
（「
手
習
鑑
」
苅
屋
姫
が
紛
れ
込

ん
だ
も
の
か
）と
別
れ
を
惜
し
む
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。（
同
本
は
時
平
が
叔
父
の
北
の
方
に
恋
慕
し
た
説
話
を
収
録
す
る
な
ど
近
世
末

期
の
天
神
縁
起
絵
の
様
相
を
示
す
。）さ
ら
に
別
本
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
知
り
え
た
作
例
も
あ
る
。
同
様
の
一
幅
形
式
の
縁
起
絵
で
、「
道

明
寺
送
別
」
と
題
し
た
場
面
が
あ
り
、
朝
ま
だ
き
と
て
警
固
の
士
が
松
明
を
持
っ
て
い
る
な
か
、
覚
寿
尼
が
門
の
外
ま
で
道
真
を
送
り
出

す
珍
し
い
図
様
で
あ
る
。

絵
本
天
満
宮
実
伝
記

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
伴
源
平
編

（
図
版
13
）

土
師
里
へ
赴
く
前
に
「
佐
田
村
」
の
里
長
が
登
場
し
、
現
在
の
「
佐
太
天
満
宮
」
の
由
緒
を
語
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
挿
絵
は
木
像
を

刻
む
道
真
の
姿
だ
が
、
所
謂
、
実
録
風
の
画
風
と
い
え
よ
う
。

菅
公
御
一
代
記
（
絵
本
実
録
）

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
網
島
亀
吉
編
集
発
行

（
図
版
11
）
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図
版
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
木
像
」
で
な
く
「
絵
像
」
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
覚
寿
が
ひ
ろ
げ
持
つ
立
像
の

似
姿
で
あ
る
。

御
伯
母
君
お
ど
ろ
き
た
ま
ひ
、
暫
し
涙
だ
に

び
更
に
言
葉
も
な
か
り
し
が
、
御
歎
き
を
慰
め
菅
公
自
ら
繪
像
を
御
写
あ
り
、
其
上

に
一
首
を
「
梅
あ
ら
ば
し
づ
が
ふ
せ
や
も
わ
れ
す
み
て
た
だ
よ
こ
し
ま
の
神
は
た
た
せ
し
」
と
詠
し
て
御
わ
た
し
あ
り
し
に
、
浅
か

ら
ず
御
よ
ろ
こ
び
御
床
へ
ぞ
す
へ
ら
れ
け
る
、
こ
の
御
繪
像
御
身
が
は
り
に
立
し
と
い
ふ
…

ま
た
「
絵
像
」
が
身
替
り
に
立
つ
と
い
う
の
も
注
目
さ
れ
る
（「
手
習
鑑
」
の
影
響
か
）。「
梅
あ
ら
ば
」
の
歌
（「
鳴
け
ば
こ
そ
」
で
な

い
）
は
、
上
記

菅
家
実
録
お
よ
び

菅
公
御
一
代
記
（
今
古
実
録
）
に
も
載
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。
図
様
の
特
色
と

し
て
は
、
覚
寿
が
尼
僧
姿
で
な
く
、
道
真
が
撫
で
つ
け
髪
で
あ
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
い
。

そ
の
他
、
管
見
に
及
ん
だ
も
の
は
、「
実
録
一
席
講
談
」（
明
治
二
十
二
年
、
図
版
12
）
で
あ
る
が
、
こ
の
図
像
は
歌
舞
伎
「
手
習
鑑
」

か
ら
の
借
用
と
思
わ
れ
る
。
画
中
の
文
字
は
「
か
ん
せ
う
ぜ
う

つ
く
し
へ

く
だ
る
と
ち
う

か
は
ち
の
は
じ
む
ら
へ

立
よ
り
た
ま

ふ

は
ん
ぐ
わ
ん
だ
い

て
る
く
に

け
い
ご
す

い
ま
の
だ
う
み
ゃ
う
じ

こ
れ
な
り
」
と
記
さ
れ
る
。

最
後
に
、「
道
明
寺
」
の
場
面
で
は
な
い
が
、「
別
れ
」
の
場
面
で
「
鶏
」
が
描
か
れ
る
作
例
を
挙
げ
て
お
く
。

満
盛
院
掛
幅
本
（
太
宰
府
天
満
宮
、
図
版
14
）、
太
宰
府
掛
幅
本
（
太
宰
府
天
満
宮
、
図
版
15
）、
菅
生
掛
幅
本
（
大
阪
・
菅
生
天
満
宮
、

図
版
16
）、
こ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
「
道
明
寺
」
の
場
面
は
収
載
さ
れ
ず
、「
紅
梅
殿
別
離
」
に
鶏
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
三
件
の
図
様
は
、

先
述
の
よ
う
に
「
太
宰
府
元
禄
本
天
神
縁
起
」（
元
禄
六
年
、
一
六
九
三
）
の
記
述
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

37
）

れ
る
。

ま
た
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
佐
太
文
安
本
（
大
阪
・
佐
太
天
満
宮
、
文
安
３
年
、
一
四
四
六
）
で
は
「
道
明
寺
」
の
場
面
は
な
く
「
紅
梅
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殿
別
離
」
に
鶏
が
描
か
れ
も
し
な
い
の
だ
が
、「
左
遷
船
出
」
の
場
面
、
浜
辺
の
家
屋
の
屋
根
の
上
に
雌
雄
の
鶏
を
描
い
て
い
る
。「
鶏
鳴
」

と
「
別
れ
」
の
関
連
、
連
想
が
生
み
出
し
た
図
様
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
が
、
次
の
船
に
近
づ
く
女
性
と
も
ど
も
他
に
類
例
の
な

い
図
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

結
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
天
神
縁
起
絵
、
絵
本
読
本
の
類
か
ら
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
と
し

た
の
だ
が
、
意
外
な
こ
と
に
作
例
は
少
な
く
、
明
治
に
な
っ
て
も
数
例
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
野
天
神
縁
起

絵
の
伝
統
に
な
か
っ
た
場
面
で
あ
る
た
め
、
図
様
の
パ
タ
ー
ン
が
確
立
し
な
か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
道
明
寺
説
話
」
で
は
、
そ
の
初
期
の
段
階
で
、「
覚
寿
」
の
扱
い
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
道
明
寺
の
縁
起
」
へ
の
方
向
性
と
、
御
霊

信
仰
の
要
素
を
色
濃
く
反
映
す
る
「
天
神
信
仰
」（
な
い
し
「
菅
公
物
語
」）
へ
の
方
向
性
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
綯

い
交
ぜ
に
な
っ
て
、
冊
子
本
か
ら
尼
律
寺
記
へ
整
理
簡
略
化
さ
れ
る
段
階
で
、
覚
寿
と
道
真
の
関
係
も
や
は
り
整
理
さ
れ
て
、
道
明
寺
は

菅
原
家
の
氏
寺
と
し
て
の
性
格
、
あ
り
方
へ
収
斂
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

道
真
そ
の
人
へ
の
尊
崇
、
人
格
へ
の
崇
拝
が
、
こ
の
信
仰
に
支
配
的
に
な
っ
た
と
き
、「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」は
、
左
遷
途
上
の
一
挿
話

と
し
て
の
み
永
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
代
に
お
け
る
道
真
像
の「
忠
誠
の
臣
」へ
の
傾
斜
は
、
時
代
の
要
請
で
あ
っ

た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
す
で
に
近
代
以
前
の
道
真
像
に
も
そ
の
兆
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

覚
寿
と
道
真
の
か
か
わ
り
を
軸
に
展
開
さ
せ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
本
稿
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
浄
瑠
璃
「
菅
原
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伝
授
手
習
鑑
」
な
の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
そ
の
歌
舞
伎
劇
へ
の
移
植
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
近
代
に
至
る
演
出
や
解
釈
の
洗
練
と
変
遷
が
、

現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
も
「
道
明
寺
鶏
鳴
説
話
」
の
謂
わ
ば
「
古
層
」
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

「
近
代
の
菅
公
イ
メ
ー
ジ
」
形
成
を
知
る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
次
に
「
手
習
鑑
」
の
描
く
世
界
へ
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

付
記
）

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
調
査
等
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
ご
所
蔵
者
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
ー
タ
整
理
に
芸
術
学
研
究
室
・
吉
田
公
樹
君
、
鈴
木
早
希
子
さ
ん
の
助
力
を
得
た
こ
と
を
記
し
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
交
付
を
受
け
た
研
究
課
題
「「
菅
公
イ
メ
ー
ジ
」
変
遷
の
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号18520075

）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
１
）

第
二
句
、
第
四
句
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
別
れ
を
い
そ
げ
」「
き
こ
え
ぬ
里
の
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
道
明
寺
縁
起
」（
後
述
）
の
記
述
、

お
よ
び
現
在
、
道
明
寺
・
道
明
寺
天
満
宮
で
の
表
記
（「
う
け
れ
」「
な
か
ら
む
」）
に
倣
う
。

２
）

道
真
の
曽
祖
父
・
古
人
の
と
き
に
、
土
師
氏
か
ら
菅
原
氏
に
改
姓
。

３
）

天
神
縁
起
絵
の
概
要
・
展
開
に
つ
い
て
近
年
の
研
究
成
果
は
次
の
文
献
を
参
照
。『
天
神
さ
ま
の
美
術
展
図
録
』（
平
成
十
三
年
、
東
京
国
立
博
物
館
他
）、

須
賀
み
ほ
『
天
神
縁
起
絵
の
系
譜
』（
平
成
十
六
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）

４
）

多
く
の
論
者
の
指
摘
が
あ
る
が
、
林
屋
辰
三
郎
「
天
神
信
仰
の
変
遷
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
一
〇
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
お
け
る
議

論
が
そ
の
枠
組
み
を
明
快
に
示
す
。
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５
）

拙
稿
「
天
神
縁
起
絵
の
諸
相
｜

そ
の
系
譜
と
展
開
考
察
へ
の
覚
書
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
八
五
一
号
、
平
成
十
四
年
四
月
号
、
至
文
堂
）
に
そ

の
概
要
を
示
し
た
。
ま
た
同
「
近
世
に
お
け
る
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
の
制
作
」（
竹
居
明
男
編
『
北
野
天
神
縁
起
を
読
む
』、
平
成
二
十
年
、
吉
川
弘
文
館
）

は
、
天
神
縁
起
絵
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
そ
の
検
証
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

６
）

制
作
時
期
が
十
六
世
紀
前
半
に
さ
か
の
ぼ
る
「
道
明
寺
天
満
宮
所
蔵
扇
面
貼
交
屛
風
」
に
道
真
と
覚
寿
を
描
く
「
土
師
里
別
離
」
の
場
面
（
図
版
４
）
が

あ
る
が
、
絵
と
し
て
は
近
世
の
補
作
と
見
ら
れ
る
こ
と
、「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
が
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
除
外
し
て
お
き
た
い
。

７
）
「
道
明
寺
」
の
上
演
の
記
録
と
し
て
は
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
五
月
二
日
、
一
条
西
洞
院
（『
言
継
卿
記
』）、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
六
月
二
十

四
日
、
山
城
松
尾
神
社
（『
言
継
卿
記
』）
が
あ
る
と
い
う
。（
竹
居
明
男
（
講
演
資
料
）「
道
明
寺
・
道
明
寺
天
満
宮
と
そ
の
周
辺
｜

河
内
国
と
天
神
信
仰
・

序
説
｜

」（
説
話
文
学
会
例
会
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
十
一
日
、
道
明
寺
天
満
宮
））

ま
た
永
原
順
子
氏
に
よ
れ
ば
、
謡
曲
は
道
明
寺
縁
起
を
素
材
と
し
た
と
考
え
る
の
が
常
識
的
で
あ
る
が
、
成
立
時
期
は
逆
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

８
）

竹
居
明
男
「
平
安
時
代
中
期
の
河
内
国
府
周
辺
と
天
神
信
仰
｜

明
法
家
惟
宗
允
亮
の
編
著
『
政
事
要
略
』
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（「
文
化
史
学
」
五
五

号
、
一
九
九
九
年
）

９
）

現
本
尊
（
国
宝
）
お
よ
び
「
試
み
の
観
音
」（
重
要
文
化
財
）。
前
者
は
中
国
唐
風
の
強
い
影
響
を
受
け
た
檀
像
彫
刻
、
制
作
は
天
神
信
仰
が
お
こ
る
以
前

の
９
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。

10
）
『
道
明
寺
天
満
宮
宝
物
選
』（
二
〇
〇
七
年
、
道
明
寺
天
満
宮
発
行
）
№
32
参
照
。

11
）

前
掲
、
竹
居
論
文
。

12
）

こ
れ
ま
で
若
干
の
混
乱
が
あ
っ
た
が
、『
藤
井
寺
市
史

補
遺
編
』（
二
〇
〇
三
年
）
お
よ
び
小
林
健
二
「
道
明
寺
・
道
明
寺
天
満
宮
の
再
建
と
縁
起
絵
制

作
」（「
説
話
文
学
研
究
」
第
四
一
号
二
〇
〇
六
年
所
収
）
に
集
成
整
理
さ
れ
た
。
な
お
、
以
下
本
稿
で
の
「
道
明
寺
縁
起
」
等
テ
キ
ス
ト
の
引
用
は
、『
藤
井

寺
市
史
』
等
を
参
照
し
な
が
ら
、
句
読
点
、
漢
字
仮
名
文
字
の
使
用
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

13
）

中
村
幸
彦
「『
菅
家
瑞
応
録
』
に
つ
い
て
」（『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮
（
上
巻
）』
所
収
）、
南
里
み
ち
子
「
菅
家
瑞
応
録
と
天
神
縁
起
」（
長
崎
県
立

大
学
論
集

№
２
・
３
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
菅
家
瑞
応
録
と
天
神
縁
起

２

」（
長
崎
県
立
大
学
論
集
№
４
、
一
九
九
四
年
）

14
）

こ
れ
を
う
ま
く
取
り
込
ん
だ
の
は
、
近
代
の
「
菅
公
物
語
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
講
談
社
の
絵
本

菅
原
道
真
（
天
神
様
）」（
昭
和
十
四
年
、
大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
）。
道
真
は
、
父
を
亡
く
し
、
母
の
看
病
を
熱
心
に
行
い
、
そ
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
母
の
信
仰
し
て
い
た
観
音
像（
そ
の
図
像
は
あ
き
ら
か
に
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道
明
寺
本
尊
の
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
）
を
自
ら
彫
刻
す
る
。
同
絵
本
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
道
明
寺
説
話
」
は
描
か
れ
な
い
が
、
十
一
面
観
音
制
作
、
親
孝

行
と
い
う
要
素
が
た
く
み
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
い
え
る
。「
近
代
の
菅
公
イ
メ
ー
ジ
」
は
、
近
代
国
家
形
成
、
天
皇
制
と
の
か
か
わ
り
で
、「
忠
臣
・
道

真
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

15
）

も
と
奈
良
高
市
郡
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
江
戸
時
代
半
ば
、
享
保
か
ら
永
享
年
間
に
道
明
寺
に
施
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
山
本
五
月
「
室
町
期
の

北
野
天
神
縁
起
絵
｜

道
明
寺
天
満
宮
蔵
「
扇
面
貼
交
屛
風
」
を
中
心
に
｜

」（「
説
話
文
学
研
究
」
第
四
一
号
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
道
明
寺
天
満
宮
蔵

北

野
天
神
縁
起
絵
扇
面
貼
交
屛
風

の
特
質
｜

モ
チ
ー
フ
絵
画
化
の
観
点
か
ら
｜

」（「
国
華
」
第
一
三
二
七
号
）

16
）

多
く
が
「
金
雲
」
を
用
い
る
が
、
金
雲
を
用
い
ず
「
雲
母
」
を
用
い
る
も
の
（
扇
面
番
号
②

、
現
状
の
右
隻
右
上
か
ら
の
順
序
）
が

あ
り
、
両
者
に
は
岩
や
樹
木
の
描
法
、
奥
行
表
現
に
も
相
違
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
扇
面

は
明
ら
か
に
制
作
時
期
の
下
る
二
面
で
あ
る
。

17
）

前
掲
、
山
本
五
月
論
文
参
照
。

18
）

前
掲
、
林
屋
論
文
参
照
。
雨
乞
神
事
、
雷
神
信
仰
な
ど
、
農
業
神
と
し
て
の
天
神
信
仰
を
基
盤
に
、
道
真
を
御
霊
と
す
る
信
仰
と
が
融
合
し
て
、
現
在
に

至
る
「
菅
公
の
天
神
信
仰
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
真
以
前
の
天
神
信
仰
は
、
北
野
天
満
宮
の
祭
事
等
に
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
み
な
す

こ
と
も
で
き
る
。

19
）

太
宰
府
十
二
幅
本
第
六
幅
第
二
段
は
、
菅
生
本
第
七
幅
第
三
段
と
同
じ
く
﹇
船
路
配
流
﹈
と
﹇
綱
敷
天
神
﹈
に
挟
ま
れ
る
場
面
で
あ
る
の
で
、﹇
明
石
駅
長
﹈

で
あ
る
は
ず
だ
が
、
太
宰
府
本
で
は
駅
長
（
男
性
）
に
当
た
る
人
物
が
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
菅
生
本
は
男
性
）。
両
本
と
も
背
景
は
海
辺
を
示
す
波

も
描
か
れ
て
い
る
の
で
明
石
の
場
面
で
あ
ろ
う
が
、
太
宰
府
本
の
混
乱
は
道
明
寺
説
話
﹇
土
師
里
別
離
﹈
と
の
い
わ
ば
習
合
の
結
果
か
と
思
わ
せ
る
。

20
）

た
だ
し
、
先
述
の
道
明
寺
縁
起
の
（
Ｄ
）（
Ｅ
）（
Ｆ
）
各
本
に
つ
い
て
は
（
Ｂ
）
と
同
一
内
容
で
あ
る
の
で
省
略
し
た
。
ま
た
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
「
菅
原

伝
授
手
習
鑑
」に
関
す
る
芝
居
絵
浮
世
絵
類
は
こ
こ
に
採
り
上
げ
て
い
な
い
。
ま
た
明
治
期
の
講
談
本
も
採
り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、「
道

明
寺
鶏
鳴
説
話
」
の
流
布
に
、
実
の
と
こ
ろ
、
最
も
与
っ
て
力
の
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
の
整
理
分
析
の
進
捗
お
よ
び
紙
幅
の
関
係
か
ら
別
の

機
会
に
譲
り
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

21
）
「
道
明
寺
説
話
」
は

「
菅
家
実
録
」
と
同
内
容
で
あ
る
。

22
）

上
巻
末
あ
た
り
に
「
東
風
ふ
か
ば
」「
梅
は
飛
び
」「
君
が
住
む
」「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
あ
り
。
下
巻
、「
日
蔵
六
道
巡
り
」、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
の
行
者

姿
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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23
）
「
紅
梅
殿
別
離
」
の
場
面
に
「
鳴
け
ば
こ
そ
」
の
歌
が
あ
る
。（
お
そ
ら
く
こ
れ
を
う
け
て
、
太
宰
府
十
二
幅
本
、
満
盛
院
八
幅
本
、
菅
生
掛
幅
本
に
は
、

紅
梅
殿
に
鶏
が
描
か
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）

24
）

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
奥
書
。「
飛
梅
説
話
」、「
枯
桜
説
話
」
が
あ
り
、「
梅
は
と
ひ
さ
く
ら
は
か
る
る
世
の
中
に
な
に
と
て
松
の
つ
れ
な
か
る
ら
ん
、

か
や
う
に
う
ち
な
か
め
た
ま
へ
は
、
梅
の
あ
と
を
お
ひ
き
た
る
に
よ
つ
て
、
お
ひ
松
の
神
と
は
申
は
、
此
ゆ
へ
な
り
」
と
し
る
し
「
老
松
（
追
松
）
説
話
」

を
収
録
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

25
）
「
東
風
ふ
か
ば
」
を
太
宰
府
の
配
所
で
詠
む
。

26
）

詞
書
は
（
Ｂ
）
道
明
寺
本
に
省
略
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
（
前
掲
、
小
林
健
二
論
文
）、
絵
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
外
題
」
に
あ
る
と
お
り
、
天
満

宮
本
が
「
謄
」（
う
つ
し
）
と
み
な
さ
れ
る
。

27
）

図
版
頁
に
同
場
面
を
掲
載
し
た
が
、（
Ｃ
）
天
満
宮
本
（
図
２
）
で
は
化
人
が
九
人
し
か
確
認
で
き
な
い
。

28
）

前
掲
、
山
本
五
月
論
文
も
参
照
の
こ
と
。

29
）

国
学
院
本
は
、描
か
れ
る
建
物
の
角
度
な
ど
扇
面
本
の
図
様
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る（
少
な
く
と
も
共
通
祖
本
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
）。

30
）
『
天
神
さ
ま
の
美
術
展
図
録
』
作
品
解
説
に
お
い
て
こ
の
場
面
を
「
長
谷
寺
縁
起
執
筆
」
と
し
た
が
、「（
土
師
里
）
大
乗
経
書
写
」
と
み
な
す
の
が
正
し
い

と
思
え
る
の
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

31
）
「
堺
市
美
術
工
芸
品
調
査
報
告
書

第
一
集
」（
一
九
九
五
年
、
堺
市
教
育
委
員
会
）、
黒
木
祥
子
「
資
料
紹
介
『
高
山
縁
起
』
｜

近
世
神
社
縁
起
の
手
法

｜

」（『
伝
承
文
化
の
展
望
』
二
〇
〇
三
年
、
三
弥
井
書
店
）
も
参
照
の
こ
と
。

32
）

拙
稿
「
雷
神
と
鶏
の
い
な
い
天
神
縁
起
絵
｜

大
阪
天
満
宮
掛
幅
本
天
神
縁
起
絵
の
一
側
面
｜

」（『
大
阪
の
歴
史
と
文
化
財
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
、
財
団
法
人
大
阪
文
化
財
協
会
）

33
）

拙
稿
「
渡
会
春
彦
（
白
太
夫
）
の
登
場
す
る
天
神
縁
起
絵
」（「
全
国
梅
風
会
会
報
」
四
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
）
に
そ
の
概
要
を
示
し
た
。

34
）

横
山
邦
治
「
近
世
文
学
と
菅
原
道
真

読
本
に
お
け
る
道
真
像
を
中
心
に
」（『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮
（
上
巻
）』
所
収
）

35
）

嘉
永
六
年
十
一
月
二
十
七
日
で
「
安
政
」
に
改
元
の
た
め
正
し
く
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）。
こ
の
た
め
に
序
文
に
「
嘉
永
八
年
乙
卯
孟
春
」
と
記
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

36
）

一
幅
の
み
、
コ
マ
割
に
区
画
し
た
場
面
形
式
の
天
神
縁
起
絵
で
、
所
載
の
説
話
に
若
干
の
異
同
も
あ
り
、
結
末
の
創
建
さ
れ
る
神
社
が
北
野
天
満
宮
の
も
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の
と
太
宰
府
天
満
宮
の
も
の
が
あ
る
。
各
地
に
類
品
が
散
見
さ
れ
幕
末
頃
に
比
較
的
多
数
制
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

37
）
「
太
宰
府
元
禄
本
縁
起
」、「
太
宰
府
掛
幅
本
縁
起
絵
」、「
菅
生
掛
幅
本
縁
起
絵
」
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
菅
生
天
満
宮
所
蔵
・
掛
幅
形
式
の
天
神
縁

起
絵
に
つ
い
て
」（『
太
子
信
仰
と
天
神
信
仰
の
比
較
史
研
究
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
刊
行
予
定
）
参
照
。
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図１ 道明尼律寺記（道明寺本) 巻中・第５段

図２ 道明尼律寺記（道明寺天満宮本) 巻中・第５段

図３ 北野天神縁起絵巻（三田本)

第１巻・巻末

図４ 北野天神縁起絵 扇面貼交屛風

(道明寺天満宮） 扇面・第15番
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図５ 高山縁記（多治速比売神社) 巻３・第５段

図７ 天神縁起絵（上関本)

第４幅

図６ 天神縁起絵（光本)

第４幅

図８ 天神縁起絵

(大阪天満宮掛幅本) 第２幅

図９ 天神縁起絵

(道明寺天満宮)
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図10 天神一代記図絵（嘉永８年序)

図11 絵本実録 菅公御一代記（明治19年)

図12 実録一席講談

(明治22年)

図13 絵本天満宮実記

（明治18年)
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図14 天満宮縁起画伝（満盛院掛幅本)

第３幅［紅梅殿別離］

図15 天満宮縁起画伝 (太宰府掛幅本)第５幅［紅梅殿別離］

図16 天神縁起絵（菅生掛幅本) 第６幅［紅梅殿別離］
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